
　新ひだか町内 中学校 の状況（学校数：３校、第３学年生徒数：121人）

令和３年度　全国学力・学習状況調査結果
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　新ひだか町内 小学校 の状況（学校数：６校、第６学年児童数：140人）

新ひだか町の学力向上策
◎�全国学力・学習状況調査および標準学力検査の結果分析に   

基づいた指導の改善・工夫と家庭での生活リズムの改善。

◎�中学校区を単位とした学力向上プランの作成と、小中が連   

携した学力向上策の推進。

◎�新ひだか町「学びのスタンダード」を基にして問題解決的な

学習過程を引き続き位置付けるとともに、ＩＣＴ機器を活用

した「主体的・対話的で深い学び」に向けた授業改善を図る。

◎放課後学習サポートおよび長期休業中の公設学習塾、家庭学

　習強化週間の実施などによる学習支援体制の

　さらなる充実。

【教科全体の状況】

■�各教科の領域別に全国を100とした場合

の全道および新ひだか町の状況

【教科全体の状況】

■�各教科の領域別に全国を100とした場合

の全道および新ひだか町の状況

【分 析】

教　科

基礎的学力の定着に課題がある。朝食

の摂取率が低く、起床・就寝時刻が不

規則であるなど、家庭における生活習

慣の確立が不十分であることから、家

庭学習時間が確保されていないと考え

られる。

質問紙

ＩＣＴ機器を活用した授業改善を行っ

たことにより、教職員のＩＣＴ機器を

活用する意識が高まり、「ＩＣＴ機器

を活用した授業をほぼ毎日行った」と

回答した学校の割合は、全国および全

道を上回った。
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【分 析】

教　科

国語では、「読むこと」に加えて「書

くこと」の基礎学力にも課題がある。

読解力・表現力育成を目指す取り組み

を授業過程に位置付け、他教科や学校

教育活動全般においても推進している

が、定着までに時間を要している。

質問紙

数学の指導として、前年度までに、課

題の解き方や考え方の過程が分かるよ

うに工夫してノートを書く指導を行っ

たことにより、生徒の考えを重視した

授業が展開され、数学の授業で「問題

の解き方や考え方が分かるようにノー

トに書いている」と回答した生徒の割

合が、全国および全道を上回ったと考

えられる。
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数学の授業で問題の解き方や考え方がわかるようにノートに書いている
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【質問紙の状況】【質問紙の状況】
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